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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績動向を踏まえ、平成27年4月28日に公表しました業績予想を下記のとおり修正いたしましたので

お知らせいたします。 

記 

 
1．平成28年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成27年4月1日～平成 27年9月30日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益 

(円 銭) 

前回発表予想（Ａ） 23,600 150 100 50 6.28 

今回修正予想（Ｂ） 23,700 240 220 530 66.56 

増減額（Ｂ－Ａ） 100 90 120 480 ― 

増減率（％） 0.4 60.0  120.0 960.0 ― 

（ご参考）前期第2四半期実績 

（平成27年3月期第2四半期） 
22,803 304 300 255 32.11 

 
 
2．平成28年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成27年4月1日～平成28年3月31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

(円 銭) 

前回発表予想（Ａ） 49,300 1,100 1,000 800 100.46 

今回修正予想（Ｂ） 49,300 1,100 1,000 1,200 150.70 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 0 0 400 ― 

増減率（％） ― ― ― 50.0 ― 

（ご参考）前期実績 

（平成27年3月期） 
46,943 822 939 1,143 143.61 

 
 



 
 
3． 修正の理由 

平成 28年 3月期第 2四半期（累計）の売上高、営業利益及び経常利益につきましては、為替（円安によ

る影響）による効果もあり、前回予想値を上回る見込みです。また、親会社株主に帰属する四半期純利益に

つきましては、平成27年 9月29日に開示いたしました「中国子会社移転に伴う特別利益の計上に関するお

知らせ」のとおり、当社中国子会社の移転に伴う特別利益の計上 423百万円により、前回予想値を大幅に上

回る見込みです。 

平成 28年 3月期通期の業績予想につきましては、中国経済の減速影響等のリスクが存在しますが、売上

高、営業利益及び経常利益につきましては前回予想どおりとし、親会社株主に帰属する当期純利益につきま

しては、上記中国子会社の移転に伴う特別利益の計上により、400百万円増の 1,200百万円を見込んでおり

ます。 

 
 

以 上 


